
                                       

平成 25 年 2 月 13 日 

各      位 

        会 社 名 株式会社マツヤ 

        代表者名 代表取締役社長  小山 栄造 

  （J A S D A Q・コード７４５２） 

          問合せ先 取締役財務本部長 本多 佐年 

           ＴＥＬ  （026）241-1314 

 

 

  （訂正・数値データ訂正）「平成 23 年２月期 第１四半期決算短信」の一部訂正について 

 

当社は、平成22年７月９日に公表しました「平成23年２月期 第１四半期決算短信」の一部に訂正

すべき箇所がありましたので、下記のとおり訂正いたします。訂正箇所につきましては、訂正前と訂

正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には＿（アンダーライン）を付して表示しております。 

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

訂正理由につきましては、本日開示の「過年度有価証券報告書等及び決算短信の訂正に関するお知らせ」

をご参照ください。 

 

 

記 

 

 

 訂正を行う決算短信 

  決算期    平成 23 年２月期 第１四半期決算短信 

  発表日    平成 22 年７月９日 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 



(サマリー情報 １ページ目) 

【訂正前】 

 

平成23年2月期 第1四半期決算短信 
平成22年7月9日

 
上 場 会 社 名 株式会社 マツヤ 上場取引所 ＪＱ 
 
コ ー ド 番 号 ７４５２ URL http://www.s-matsuya.com 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)  小山 光作  
問合せ先責任者 (役職名)取締役財務本部長 (氏名) 本多 佐年 TEL 026-241-1314
 
四半期報告書提出予定日 平成22年7月13日   
配当支払開始予定日 ―   

 

(百万円未満切捨て)

１．平成23年2月期第1四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年5月31日） 

（１）連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第1四半期 9,542 2.2 98 194.0 60 - 32 -

22年2月期第1四半期 9,332 - 33 - 0 - △22 -
 

  

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年2月期第1四半期 4. 35 -

22年2月期第1四半期 △3. 01 -

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第１四半期 15,703 2,965 18.9 412.66

22年2月期 15,953 3,157 19.8 424.82
 

(参考) 自己資本 23年2月期第1四半期 2,965百万円 22年2月期 3,157百万円

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年2月期 －  0. 00 － 10. 00 10. 00 

23年2月期 －    

23年2月期(予想)   0. 00 － 10. 00 10. 00 

(注) 配当予想の当四半期における修正の有無  無 

 

３．平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
 (％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 19,700 2.8 290 38.6 220 42.4 100 - 13. 45

通期 38,500 2.3 570 12.8 440 15.6 210 435.4 28. 25

(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無 
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【訂正後】 

 

平成23年2月期 第1四半期決算短信 
平成22年7月9日

 
上 場 会 社 名 株式会社 マツヤ 上場取引所 ＪＱ 
 
コ ー ド 番 号 ７４５２ URL http://www.s-matsuya.com 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)  小山 光作  
問合せ先責任者 (役職名)取締役財務本部長 (氏名) 本多 佐年 TEL 026-241-1314
 
四半期報告書提出予定日 平成22年7月13日   
配当支払開始予定日 ―   

 

(百万円未満切捨て)

１．平成23年2月期第1四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年5月31日） 

（１）連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第1四半期 9,542 2.2 79 138.7 42 - 21 -

22年2月期第1四半期 9,332 - 33 - 0 - △22 -
 

  

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年2月期第1四半期 2. 87 -

22年2月期第1四半期 △3. 01 -

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第1四半期 15,685 2,954 18.8 411.14

22年2月期 15,953 3,157 19.8 424.82
 

(参考) 自己資本 23年2月期第1四半期 2,954百万円 22年2月期 3,157百万円

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年2月期 －  0. 00 － 10. 00 10. 00 

23年2月期 －    

23年2月期(予想)   0. 00 － 10. 00 10. 00 

(注) 配当予想の当四半期における修正の有無  無 

 

３．平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
 (％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 19,700 2.8 290 38.6 220 42.4 100 - 13. 45

通期 38,500 2.3 570 12.8 440 15.6 210 435.4 28. 25

(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無 
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（３ページ） 

1. 連結経営成績に関する定性的情報 
 
【訂正前】 
当第１四半期連結会計期間（平成 22 年 3 月 1 日～平成 22 年 5 月 31 日）におけるわが国経済は、

緩やかながら回復の兆しが見えるものの、雇用環境や所得水準は低調なまま推移し、先行きに対する

不安等から個人消費の動きに力強さが感じられず、依然厳しい状況にあります。また、流通業界にお

きましては、消費者の節約志向が強い中、業種・業態を越えた価格競争も激化し、厳しい経営環境が

続いております。  
このような状況の中で、当社グループは中期経営計画「新しい発想で、新しい商品・新しい仕組み

を創り出す」の２年目として、引き続き年間 52 週のＭＤ（マーチャンダイジング）カレンダーに基づ

いた「旬の商品」の提案とお客様の暮らしを考えた季節感のある販売促進政策を積極的に進め、加え

て「こだわり商品」の販売を強化し、客数・1 人当たり買上点数の増加に努めました。また、より多

くのお客様からご意見・ご要望をお寄せいただくため、お客様のリクエストやご意見を書き込める用

紙をリニューアルした結果、ご意見・ご要望の件数が大幅に増加しました。その内容は本社で集約対

応することによりニーズに素早く対応できる体制としました。これまで寄せられた案件をもとに、品

揃え・サービス等に反映しております。 
売上高につきましては、個人消費の伸び悩み等のため既存店の売上に影響したものの、平成 21 年

12 月に開店した飯山店が計画どおりに推移したことから増収となりました。粗利益は、ロス率の改善

や仕入チャネルの開発等により粗利率の向上に努めました。一方、経費面では広告宣伝費や電気料、

消耗品等の削減を図り、また、子会社の㈱マツヤショッピングモールも前年同四半期に計上した「マ

ツヤショッピングモール」開設に伴う費用等が削減され、増益となりました。 
以上の営業活動の結果、当第１四半期の連結業績は、売上高 95 億４千２百万円（前年同四半期比

2.2％増）となり、経常利益は６千万円（前年同四半期 31 万円の経常利益）、四半期純利益は３千２

百万円（前年同四半期２千２百万円の四半期純損失）となりました。 

  

【訂正後】 
当第１四半期連結会計期間（平成 22 年 3 月 1 日～平成 22 年 5 月 31 日）におけるわが国経済は、

緩やかながら回復の兆しが見えるものの、雇用環境や所得水準は低調なまま推移し、先行きに対する

不安等から個人消費の動きに力強さが感じられず、依然厳しい状況にあります。また、流通業界にお

きましては、消費者の節約志向が強い中、業種・業態を越えた価格競争も激化し、厳しい経営環境が

続いております。  
このような状況の中で、当社グループは中期経営計画「新しい発想で、新しい商品・新しい仕組み

を創り出す」の２年目として、引き続き年間 52 週のＭＤ（マーチャンダイジング）カレンダーに基づ

いた「旬の商品」の提案とお客様の暮らしを考えた季節感のある販売促進政策を積極的に進め、加え

て「こだわり商品」の販売を強化し、客数・1 人当たり買上点数の増加に努めました。また、より多

くのお客様からご意見・ご要望をお寄せいただくため、お客様のリクエストやご意見を書き込める用

紙をリニューアルした結果、ご意見・ご要望の件数が大幅に増加しました。その内容は本社で集約対

応することによりニーズに素早く対応できる体制としました。これまで寄せられた案件をもとに、品

揃え・サービス等に反映しております。 
売上高につきましては、個人消費の伸び悩み等のため既存店の売上に影響したものの、平成 21 年

12 月に開店した飯山店が計画どおりに推移したことから増収となりました。粗利益は、ロス率の改善

や仕入チャネルの開発等により粗利率の向上に努めました。一方、経費面では広告宣伝費や電気料、

消耗品等の削減を図り、また、子会社の㈱マツヤショッピングモールも前年同四半期に計上した「マ

ツヤショッピングモール」開設に伴う費用等が削減され、増益となりました。 
以上の営業活動の結果、当第１四半期の連結業績は、売上高 95 億４千２百万円（前年同四半期比

2.2％増）となり、経常利益は４千２百万円（前年同四半期 31 万円の経常利益）、四半期純利益は２

千１百万円（前年同四半期２千２百万円の四半期純損失）となりました。  
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（３ページ） 
 2. 連結財政状態に関する定性的情報 
 ①資産、負債及び純資産の状況 
 
 【訂正前】 

 (資産) 
流動資産は、前連結会年度末に比べて、２億１千３百万円減少しておりますが、これは主として

たな卸資産が１億１千２百万円増加したものの、現金預金が１億４千万円、その他（未収入金）が

２億５千６百万円減少したことによります。 
固定資産は、前連結会年度末に比べて、３千６百万円減少しておりますが、これは主として有形

固定資産が２千８百万円減少したことによります。 
この結果、総資産は前連結会年度末に比べて、２億４千９百万円減少し、157 億３百万円となり

ました。 
(負債) 
流動負債は、前連結会年度末に比べて、１億１千４百万円増加しておりますが、これは主として

買掛金が３億５千９百万円増加したものの、借入金が４億３千２百万円減少したことによります。 
固定負債は、前連結会年度末に比べて、１億７千１百万円減少しておりますが、これは主として

長期借入金が１億９千７百万円減少したことによります。  
この結果、負債合計は前連結会年度末に比べて、５千７百万円減少し、127 億３千８百万円とな

りました。 
(純資産) 
純資産は、前連結会年度末に比べて、１億９千２百万円減少しておりますが、これは主として自

己株式を１億４千３百万円取得したことによります。  
この結果、純資産合計は、29 億６千５百万円となりました。 

 

【訂正後】 

(資産) 
流動資産は、前連結会年度末に比べて、２億３千１百万円減少しておりますが、これは主として

たな卸資産が９千５百万円増加したものの、現金預金が１億４千万円、その他（未収入金）が２億

５千８百万円減少したことによります。 
固定資産は、前連結会年度末に比べて、３千６百万円減少しておりますが、これは主として有形

固定資産が２千８百万円減少したことによります。 
この結果、総資産は前連結会年度末に比べて、２億６千８百万円減少し、156 億８千５百万円と

なりました。 
(負債) 
流動負債は、前連結会年度末に比べて、１億６百万円増加しておりますが、これは主として買掛

金が３億５千９百万円増加したものの、借入金が４億３千２百万円減少したことによります。 
固定負債は、前連結会年度末に比べて、１億７千１百万円減少しておりますが、これは主として

長期借入金が１億９千７百万円減少したことによります。  
この結果、負債合計は前連結会年度末に比べて、６千５百万円減少し、127 億３千万円となりま

した。 
(純資産) 
純資産は、前連結会年度末に比べて、２億３百万円減少しておりますが、これは主として自己株

式を１億４千３百万円取得したことによります。  
この結果、純資産合計は、29 億５千４百万円となりました。 
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（４ページ） 

②キャッシュ・フローの状況 

 
【訂正前】 

当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）

は、前連結会計年度末に比べ１億４千９百万円減少し、６億７千２百万円となりました。 
(営業活動によるキャッシュ・フローの状況) 
営業活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ２億２千５百万円減少し７億７千５百万円

となりました。これは主として前年同四半期に比べ仕入債務の増減額が２億２千１百万円減少した

ことによります。 
(投資活動によるキャッシュ・フローの状況) 
投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ６億１千３百万円減少し６千万円となりま

した。これは主として前年同四半期に比べ有形固定資産の取得による支出が５億７千８百万円減少

したことによります。 
(財務活動によるキャッシュ・フローの状況) 
財務活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ９億２千８百万円増加し８億６千５百万円

となりました。これは主として前年同四半期に比べ長期借入による収入が６億円減少したことと自

己株式の取得による支出が１億４千万円増加したことによります。 

 

【訂正後】 

当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）

は、前連結会計年度末に比べ１億４千９百万円減少し、６億７千２百万円となりました。 
(営業活動によるキャッシュ・フローの状況) 
営業活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ２億２千５百万円減少し７億７千５百万円

となりました。これは主として前年同四半期に比べ仕入債務の増減額が２億１千９百万円減少した

ことによります。 
(投資活動によるキャッシュ・フローの状況) 
投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ６億１千３百万円減少し６千万円となりま

した。これは主として前年同四半期に比べ有形固定資産の取得による支出が５億７千８百万円減少

したことによります。 
(財務活動によるキャッシュ・フローの状況) 
財務活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ９億２千８百万円増加し８億６千５百万円

となりました。これは主として前年同四半期に比べ長期借入による収入が６億円減少したことと自

己株式の取得による支出が１億４千万円増加したことによります。 
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（６ページ） 

５．【四半期連結財務諸表】 

 (1) 【四半期連結貸借対照表】 
 

【訂正前】 
(単位：千円)

    

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 722,420 863,401
  売掛金 265,179 203,110
  リース投資資産 549,211 554,248
  たな卸資産  1,471,835  1,359,536
  繰延税金資産 136,548 136,548
  その他 461,801 703,461
  貸倒引当金 △11,700 △11,700
  流動資産合計 3,595,296 3,808,606

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額）  6,820,471  6,887,006
   土地 1,969,315 1,969,259
   リース資産（純額）  513,425  471,533
   その他（純額）  140,761  144,198
   有形固定資産合計 9,443,974 9,471,998

  無形固定資産   
   のれん 32,083 33,333
   リース資産 53,972 50,396
   借地権 1,047,978 1,047,978
   その他 43,301 45,238
   無形固定資産合計 1,177,336 1,176,946

  投資その他の資産   
   投資有価証券 563,895 575,492
   差入保証金 501,237 503,888
   繰延税金資産 267,363 262,673
   その他 159,409 158,611
   貸倒引当金 △4,700 △4,700
   投資その他の資産合計 1,487,206 1,495,967

  固定資産合計 12,108,517 12,144,913

 資産合計 15,703,813 15,953,519
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(単位：千円)

   

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 2,303,015 1,943,234
  短期借入金 3,970,569 4,402,603
  リース債務 83,465 70,375
  未払法人税等 12,745 42,208
  賞与引当金 249,000 135,000
  その他 888,235 799,410
  流動負債合計 7,507,031 7,392,832

 固定負債   
  長期借入金 3,455,366 3,652,613
  リース債務 557,048 523,273
  繰延税金負債 354,786 361,612
  退職給付引当金 389,132 382,003
  その他 474,877 483,370
  固定負債合計 5,231,211 5,402,873

 負債合計 12,738,242 12,795,705

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,097,000 1,097,000
  資本剰余金 819,000 819,000
  利益剰余金 1,864,745 1,906,914
  自己株式 △805,556 △662,390
  株主資本合計 2,975,188 3,160,524

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 △9,617 △2,710
  評価・換算差額等合計 △9,617 △2,710

 純資産合計 2,965,570 3,157,813

負債純資産合計 15,703,813 15,953,519
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【訂正後】 

(単位：千円)

    

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 722,420 863,401
  売掛金 265,179 203,110
  リース投資資産 549,211 554,248
  たな卸資産  1,455,399  1,359,536
  繰延税金資産 136,548 136,548
  その他 459,729 703,461
  貸倒引当金 △11,700 △11,700

  流動資産合計 3,576,788 3,808,606

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額）  6,820,471  6,887,006
   土地 1,969,315 1,969,259
   リース資産（純額）  513,425  471,533
   その他（純額）  140,761  144,198

   有形固定資産合計 9,443,974 9,471,998

  無形固定資産   
   のれん 32,083 33,333
   リース資産 53,972 50,396
   借地権 1,047,978 1,047,978
   その他 43,301 45,238

   無形固定資産合計 1,177,336 1,176,946

  投資その他の資産   
   投資有価証券 563,895 575,492
   差入保証金 501,237 503,888
   繰延税金資産 267,363 262,673
   その他 159,409 158,611
   貸倒引当金 △4,700 △4,700

   投資その他の資産合計 1,487,206 1,495,967

  固定資産合計 12,108,517 12,144,913

 資産合計 15,685,305 15,953,519
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(単位：千円)

   

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 2,303,015 1,943,234
  短期借入金 3,970,569 4,402,603
  リース債務 83,465 70,375
  未払法人税等 12,745 42,208
  賞与引当金 249,000 135,000
  その他 880,635 799,410
  流動負債合計 7,499,431 7,392,832

 固定負債   
  長期借入金 3,455,366 3,652,613
  リース債務 557,048 523,273
  繰延税金負債 354,786 361,612
  退職給付引当金 389,132 382,003
  その他 474,877 483,370
  固定負債合計 5,231,211 5,402,873

 負債合計 12,730,642 12,795,705

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,097,000 1,097,000
  資本剰余金 819,000 819,000
  利益剰余金 1,853,837 1,906,914
  自己株式 △805,556 △662,390
  株主資本合計 2,964,280 3,160,524

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 △9,617 △2,710
  評価・換算差額等合計 △9,617 △2,710

 純資産合計 2,954,662 3,157,813

負債純資産合計 15,685,305 15,953,519
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(2) 【四半期連結損益計算書】 
  【第１四半期連結累計期間】 

 
【訂正前】 

(単位：千円)

  前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 9,332,530 9,542,018

売上原価 7,136,482 7,247,357

売上総利益 2,196,047 2,294,660

その他の営業収入 288,384 291,703

営業総利益 2,484,431 2,586,364

販売費及び一般管理費  2,450,973  2,488,006

営業利益 33,458 98,357

営業外収益   
 受取利息 741 73
 受取配当金 17 17
 債務勘定整理益 4,173 2,607
 その他 3,352 4,242
 営業外収益合計 8,285 6,941

営業外費用   
 支払利息 40,986 44,021
 その他 443 499
 営業外費用合計 41,429 44,521

経常利益 313 60,778

特別損失   
 固定資産除却損 －  3,815
 特別損失合計 － 3,815

税金等調整前四半期純利益 313 56,962

法人税等 22,696 24,799

四半期純利益又は四半期純損失（△） △22,382 32,162
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【訂正後】 

(単位：千円)

  前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 9,332,530 9,542,018

売上原価 7,136,482 7,265,865

売上総利益 2,196,047 2,276,153

その他の営業収入 288,384 291,703

営業総利益 2,484,431 2,567,856

販売費及び一般管理費  2,450,973  2,488,006

営業利益 33,458 79,849

営業外収益   
 受取利息 741 73
 受取配当金 17 17
 債務勘定整理益 4,173 2,607
 その他 3,352 4,242
 営業外収益合計 8,285 6,941

営業外費用   
 支払利息 40,986 44,021
 その他 443 499
 営業外費用合計 41,429 44,521

経常利益 313 42,270

特別損失   
 固定資産除却損 －  3,815
 特別損失合計 － 3,815

税金等調整前四半期純利益 313 38,454

法人税等 22,696 17,199

四半期純利益又は四半期純損失（△） △22,382 21,254
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
 

【訂正前】 
(単位：千円)

  前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益 313 56,962
 減価償却費 148,398 169,152
 のれん償却額 1,249 1,249
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,123 7,129
 賞与引当金の増減額（△は減少） 102,000 114,000
 受取利息及び受取配当金 △759 △91
 支払利息 40,986 44,021
 売上債権の増減額（△は増加） △88,457 △62,069
 たな卸資産の増減額（△は増加） △39,876 △112,298
 リース投資資産の増減額（△は増加） － 5,037
 その他の流動資産の増減額（△は増加） △103,360 2,290
 仕入債務の増減額（△は減少） 757,838 536,475
 未払金の増減額（△は減少） △38,684 48,378
 未払費用の増減額（△は減少） 65,509 43,108
 預り保証金の増減額（△は減少） 127,453 △7,260
 その他の流動負債の増減額（△は減少） 69,992 696
 小計 1,049,727 846,781

 利息及び配当金の受取額 779 96
 利息の支払額 △36,172 △49,080
 法人税等の支払額 △13,127 △22,138
 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,001,207 775,659

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 定期預金の預入による支出 △9,000 △9,000
 有形固定資産の取得による支出 △628,924 △50,364
 無形固定資産の取得による支出 △26,256 －
 貸付金の回収による収入 723 612
 差入保証金の差入による支出 △11,378 △296
 差入保証金の回収による収入 27,035 3,717
 その他 △25,946 △5,236
 投資活動によるキャッシュ・フロー △673,746 △60,566

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） △115,035 △193,149
 長期借入れによる収入 600,000 －
 長期借入金の返済による支出 △351,739 △436,132
 リース債務の返済による支出 － △21,419
 自己株式の取得による支出 △2,697 △143,166
 配当金の支払額 △66,999 △71,207
 財務活動によるキャッシュ・フロー 63,528 △865,074

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 390,989 △149,981

現金及び現金同等物の期首残高 864,695 822,363

現金及び現金同等物の四半期末残高  1,255,684  672,381
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【訂正後】 

(単位：千円)

  前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益 313 38,454
 減価償却費 148,398 169,152
 のれん償却額 1,249 1,249
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,123 7,129
 賞与引当金の増減額（△は減少） 102,000 114,000
 受取利息及び受取配当金 △759 △91
 支払利息 40,986 44,021
 売上債権の増減額（△は増加） △88,457 △62,069
 たな卸資産の増減額（△は増加） △39,876 △95,862
 リース投資資産の増減額（△は増加） － 5,037
 その他の流動資産の増減額（△は増加） △103,360 2,290
 仕入債務の増減額（△は減少） 757,838 538,547
 未払金の増減額（△は減少） △38,684 48,378
 未払費用の増減額（△は減少） 65,509 43,108
 預り保証金の増減額（△は減少） 127,453 △7,260
 その他の流動負債の増減額（△は減少） 69,992 696
 小計 1,049,727 846,781

 利息及び配当金の受取額 779 96
 利息の支払額 △36,172 △49,080
 法人税等の支払額 △13,127 △22,138
 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,001,207 775,659

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 定期預金の預入による支出 △9,000 △9,000
 有形固定資産の取得による支出 △628,924 △50,364
 無形固定資産の取得による支出 △26,256 －
 貸付金の回収による収入 723 612
 差入保証金の差入による支出 △11,378 △296
 差入保証金の回収による収入 27,035 3,717
 その他 △25,946 △5,236
 投資活動によるキャッシュ・フロー △673,746 △60,566

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） △115,035 △193,149
 長期借入れによる収入 600,000 －
 長期借入金の返済による支出 △351,739 △436,132
 リース債務の返済による支出 － △21,419
 自己株式の取得による支出 △2,697 △143,166
 配当金の支払額 △66,999 △71,207
 財務活動によるキャッシュ・フロー 63,528 △865,074

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 390,989 △149,981

現金及び現金同等物の期首残高 864,695 822,363

現金及び現金同等物の四半期末残高  1,255,684  672,381
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